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黒色（営業活動によるキャッシュフロー）が右にあり、割合が大きい

⇒ 本業が順調でお金が入っている

  2004 年度     2005 年度     2006 年度  2007 年度  2008 年度
総 C/F 1128 億円    総 C/F 879 億円    総 C/F 1069 億円 総C/F 1180 億円 総 C/F 1060 億円

琥
珀
色
の
ガ
ラ
ス
と
頭
頂

部
の
白
い
外
壁
で
泡
の
あ
ふ

れ
る
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
特
徴
的

な
デ
ザ
イ
ン
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
本
社
は
、
建
物
内
の
す
べ

て
の
電
力
を
「
グ
リ
ー
ン
電

力
」
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
同
社
の
グ
リ
ー
ン
電

力
の
購
入
量
は
４
千
㌔
ワ
ッ

ト
時
で
、
電
機
メ
ー
カ
ー
の

ソ
ニ
ー
に
次
い
で
２
位
、
食

品
業
界
で
は
最
大
だ
。

同
社
は
、
２
０
１
０
年
度

で
生
産
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

総
量
を
９０
年
度
比
１
５
％
、

原
単
位
で
３０
％
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
社

会
環
境
推
進
部
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
倉
重
武
志
氏
は
「
今

後
は
工
場
で
の
製
造
工
程
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
車
両
や

物
流
な
ど
も
含
め
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
も
グ
ル
ー
プ
全
体
で
『
見

え
る
化
』
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

同
社
の
財
務
状
況
と
事
業

所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
推
移

（
図
１
）
を
見
る
と
、
過
去

５
年
間
の
売
上
高
は
約
１
兆

４
千
万
円
で
推
移
し
て
お

り
、
安
定
し
た
売
上
、
利
益

を
あ
げ
て
い
る
と
言
え
る
。

ユ
ー
レ
ッ
ト（http
://w

ww.ullet.com
/2502.

htm
l

）
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
計
算
書
の
円
グ
ラ
フ

（
図
２
）
を
見
て
も
、
本
業

で
得
た
資
金
の
流
れ
を
示
す

営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
が
毎
年
ほ
ぼ
右
半

分
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
業
が
順
調
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
今

年
６
月
の
中
間
決
算
で
は
、

経
常
利
益
が
約
１８
％
減
の
２

７
８
億
円
に
縮
小
、
１２
月
期

の
通
期
業
績
予
想
で
も
経
常

減
益
を
見
込
ん
で
い
る
。
ラ

イ
バ
ル
各
社
と
の
競
争
も
激

し
く
、
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
き
そ
う
だ
。

一
方
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
昨
年
度

の
排
出
量
は
、
３７
万
１
千
㌧

で
０４
年
度
比
約
１２
％
減
と
な

っ
て
お
り
、
売
上
規
模
を
維

持
し
な
が
ら
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
削
減
を
着
実
に
進
め
て

い
る
。

同
社
は
、
工
場
に
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や

燃
料
転
換
な
ど
を
導
入
し
、

電
力
使
用
や
ボ
イ
ラ
ー
燃
焼

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
。
重
油
か
ら
都
市
ガ
ス
へ

の
転
換
に
よ
っ
て
、
９０
年
度

に
約
１
０
５
万
ギ
ガ
ジ
ュ
ー

ル
だ
っ
た
重
油
使
用
量
を
０７

年
度
に
は
約
３４
万
ギ
ガ
ジ
ュ

ー
ル
に
抑
え
て
い
る
。

昨
年
は
ビ
ー
ル
醸
造
時
に

最
も
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す

る
煮
沸
工
程
の
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
約
３０
％
削
減
す
る
独
自
の

新
技
術「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
煮
沸
法
」

を
開
発
し
、吹
田
工
場（
大
阪

府
吹
田
市
）で
導
入
し
た
。

特
徴
あ
る
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
国
内
の
工
場
に
順

次
導
入
し
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
全
工
場
で
、
ビ
ー
ル

発
酵
工
程
で
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２
を
捕
集
し
、
タ
ン
ク
に

貯
蔵
し
て
後
に
び
ん
や
缶
、

樽
詰
め
工
程
な
ど
に
再
利
用

し
て
い
る
。
昨
年
度
の
Ｃ

Ｏ
２
の
捕
集
量
は
約
５
万
４

千
㌧
で
、
９０
年
度
の
約
６
・

６
倍
に
も
増
え
て
い
る
と
い

う
。同

社
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
推
進
も
目
指
し
て
お

り
、
０７
年
に
は
博
多
工
場

（
福
岡
市
博
多
区
）
の
屋
根

に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設

置
。
年
間
８５
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
し
て
い
る
ほ
か
、
年
間

約
２
５
０
０
万
㌔
ワ
ッ
ト
時

発
電
す
る
「
阿
蘇
に
し
は
ら

フ
ァ
ー
ム
」
に
出
資
し
、
風

力
発
電
事
業
を
支
援
し
て
い

る
。ま

た
、
製
品
製
造
時
以
外

で
も
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
同
社
が
運
営

す
る
社
有
林
「
ア
サ
ヒ
の

森
」（
広
島
県
庄
原
市
、
三

次
市
）
は
２
１
６
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
広
さ
を
持
ち
、
第
三

者
機
関
に
よ
っ
て
年
間
１
万

２
２
０
０
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
吸

収
量
が
認
証
さ
れ
た
。
さ
ら

に
０１
年
に
は
、
適
正
に
管
理

さ
れ
た
森
林
に
与
え
ら
れ
る

「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
」
を
国
内
で

３
番
目
に
取
得
し
て
い
る
。

一
方
、
物
流
分
野
で
は
全

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
総
輸
送

距
離
の
短
縮
を
目
指
し
、
拠

点
間
転
送
の
低
減
や
物
流
拠

点
の
集
約
に
よ
る
直
送
比
率

の
向
上
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
。
昨
年
度
の
輸
送
量
、
輸

送
距
離
は
前
年
度
比
約
６
％

減
少
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も

６
％
の
削
減
に
成
功
し
た
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

独
自
の
煮
沸
法
な
ど
開
発

アサヒビールのキャッシュフロー計算書（Ｃ／Ｆ）の円グラフの特徴
（ユーレット（http : //www.ullet.com/2502.html）を基に作成）

アサヒビールの財務状況とグループ全体のＣＯ２排出量の推移
（アサヒビール発行の環境・社会報告書、ユーレット（http : //www.
ullet.com/2502.html ）を基に作成）
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